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【Ⅲ－４－４ 地域移行・地域生活支援の充実を含む質の高い精神医療の評価－⑪】 

⑪ かかりつけ医等及び精神科医等が連携した 

精神疾患を有する者等の診療に係る評価の新設 
 

第１ 基本的な考え方 
 

孤独・孤立による影響等により精神障害又はその増悪に至る可能性が
認められる患者に対して、かかりつけ医等及び精神科又は心療内科の医
師等が、自治体と連携しながら多職種で当該患者をサポートする体制を
整備している場合について、新たな評価を行う。 

 
第２ 具体的な内容 
 

１．孤独・孤立の状況等を踏まえ、精神科又は心療内科への紹介が必要
であると認められる患者に対して、かかりつけ医等が当該診療科と連
携して指導等を実施した場合の評価を新設する。 

 
（新）  こころの連携指導料（Ⅰ）   350 点 
 

［算定要件］ 
（１）別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地

方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、入院中の患者以外
の患者であって、地域社会からの孤立の状況等により、精神疾患が
増悪するおそれがあると認められるもの又は精神科若しくは心療
内科を担当する医師による療養上の指導が必要であると判断され
たものに対して、診療及び療養上必要な指導を行い、当該患者の同
意を得て、精神科又は心療内科を標榜する保険医療機関に対して当
該患者に係る診療情報の文書による提供等を行った場合に、初回算
定日の属する月から起算して１年を限度として、患者１人につき月
１回に限り算定する。 

（２）精神疾患が増悪するおそれがあると認められる患者又は精神科若
しくは心療内科を担当する医師による療養上の指導が必要である
と判断された患者とは、SAD Persons スケール、EPDS、PHQ-9 又は
K-6 等によるスクリーニングにより、精神科又は心療内科への紹介
が必要であると認められる患者をいう。 

（３）診療及び療養上必要な指導においては、患者の心身の不調に配慮
するとともに、当該患者の生活上の課題等について聴取し、その要
点を診療録に記載すること。 

（４）当該患者に対する２回目以降の診療等においては、連携する精神
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科又は心療内科を担当する医師から提供された当該患者に係る診
療情報等を踏まえ、適切な診療及び療養上必要な指導に努めること。
また、２回目以降の診療等に関し、連携する精神科又は心療内科を
担当する医師に対して文書による情報提供を行うことは必ずしも
要しないが、あらかじめ定められた方法で、情報共有を行うこと。 

（５）初回の診療等における他の保険医療機関への文書の提供に係る区
分番号Ｂ００９に掲げる診療情報提供料（Ⅰ）の費用は、別に算定
できない。 

（６）必要に応じて、当該患者の同意を得た上で、当該患者に係る情報
を市町村等に提供すること。 

 
［施設基準］ 
（１）精神科又は心療内科を標榜する保険医療機関との連携体制を構築

していること。 
（２）当該診療及び療養上必要な指導を行う医師は、自殺対策等に関す

る適切な研修を受講していること。 
 

２．孤独・孤立の状況等を踏まえ、精神科又は心療内科に紹介された精
神疾患を有する患者等に対して、当該診療科の医師が、かかりつけ医
等と連携して指導等を実施した場合の評価を新設する。 
 

（新）  こころの連携指導料（Ⅱ）   500点 
 

［算定要件］ 
（１）別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして地

方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、入院中の患者以外
の患者であって、区分番号Ｂ００５－１２に掲げるこころの連携指
導料（Ⅰ）を算定し、当該保険医療機関に紹介されたものに対して、
精神科又は心療内科を担当する医師が、診療及び療養上必要な指導
を行い、当該患者の同意を得て、当該患者を紹介した医師に対して
当該患者に係る診療情報の文書による提供等を行った場合に、初回
算定日の属する月から起算して１年を限度として、患者１人につき
月１回に限り算定する。 

（２）当該指導料は、連携体制を構築しているかかりつけ医等からの診
療情報等を活用し、患者の心身の不調に対し早期に専門的に対応す
ることを評価したものである。 

（３）当該患者に対する２回目以降の診療等については、当該患者を紹
介した医師に対して文書による情報提供を行うことは必ずしも要
しないが、あらかじめ定められた方法で、情報共有を行うこと。 

（４）初回の診療等における他の保険医療機関への文書の提供に係る区
分番号Ｂ００９に掲げる診療情報提供料（Ⅰ）及び区分番号Ｂ０１
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１に掲げる診療情報提供料（Ⅲ）の費用は、別に算定できない。 
（５）必要に応じて、当該患者の同意を得た上で、当該患者に係る情報

を市町村等に提供すること。 
 
［施設基準］ 
（１）精神科又は心療内科を標榜している保険医療機関であること。 
（２）当該保険医療機関内に精神保健福祉士が１名以上配置されている

こと。 
 




